
事業計画書 

 

 提出年月日 年   月   日  

事業名 ○○○○事業 

団体名 特定非営利活動法人○○○○会 

代表者 ○○○○ 連絡責任者 
代表者と異なる場合のみ記載 

 

設立年月 ○○○○年〇月 構成員数 〇人 

連絡先 
電話番号、メールアドレスを記載 

○○○○○○○○○ 

 

事業期間 〇年〇月〇日 ～ 〇年〇月〇日 

事業を実施する

理由と目標 

地域の現状、課題は何でしょうか。事業の実施によって、地域がどのようになることを考えてい

るか記載してください。 

 

（例） 

本宮市は○○の状況にあり、○○が課題となっている。そこで、○○○○を実施し、○○

を通して、○○の課題を解決し、○○とすることを目標とする。 

事業内容 

誰を対象に、いつ、どこで、どんな内容の事業を、どの様な方法で行うのかなど、具体的に記載し

てください。 

 

（例） 

○○をテーマとした○○や○○を実施する。 

年間〇回、○○で、○○を対象に、○○を開催する。なお、実施にあたっては、○○や○

○によりボランティアを募り、ボランティア参加者の○○向上も図る。 



 

事業計画 

４月  

５月 ○○〇の作成準備 

６月 ○○〇の作成 

７月 ○○〇の検討 

８月 ○○〇の企画、準備 

９月 ○○〇の準備 

10月 ○○〇の開催 

11月 ○○〇の報告会 

12月 実績報告書の作成 

１月 総会の開催 

２月 実績報告書の提出 

３月  

事業費 

(継続事業の場合、

前年度欄は実績額

を記載してくださ

い。) 

補助金の要望（予定）年度 〇年度 〇年度 〇年度 

事業費 （千円）（ａ） ○○ ○○ ○○ 

 

財 

源 

内 

訳 

自己 

財源 

(ｂ) 

会費 ○○ ○○ ○○ 

参加費 ○○ ○○ ○○ 

 ○○ ○○ ○○ 

補助金（ｃ） ○○ ○○ ○○ 

 補助金依存率（ｃ／ａ） 〇〇％  〇〇％  〇〇％  



１ 年度ごとの事業計画 

補助金を要望して実

施する年度の事業計

画 
〇年度 

地域の○○と連携し、○○が継続して参加してもらえる、○○の実施

を検討し、試験的に○○を実施する。 

〇年度 
○○と連携しながら、○○の実施を、○○地域を中心に年間〇回継続

して実施する。実施にあたり、○○により周知を図り、参加者を募る。 

〇年度 
実施した○○の結果を検証し、さらに効果的な○○とするために、○

○の協力を得て○○の改善を行う。 

補助金終了年度以降

の事業計画 

補助金受給終了後、どのような事業を予定し、どのようにして資金を確保しますか。 

○○の改善を図りながら、○○を実施する地域を拡大していく。また、実施回数も

これまでの〇回から〇回まで増やし、継続して行う。 

○○による情報発信に努め、会員やボランティアの確保を図る。併せて、地元企業

への PRによる協賛金の確保や○○からの寄付を募る。 

 

２ 事業の効果等 

(1)事業の地域振興

上の効果 

事業の実施により、地域の経済や文化などにどのような効果があると考えていますか。 

事業により、○○を体験することができ、○○の課題解消につながる。また、ボラ

ンティア参加者にとっては、○○や○○につながり、○○の課題解消につながる。

さらに、○○地域にとっては、○○との新たな交流が生まれ、地域経済の活性化

が期待できる。 

(2)前年度に行った

事業の効果と課題 

継続事業の場合は記載してください。 

○○への参加者の満足度は高く、事業効果は高かった。しかし、参加者が想定して

いたよりも少なかった。 

ボランティア参加者のアンケート結果では、○○との意見もあり、○○は評価でき

るものの、○○については、改善を図る必要がある。 

(3)前年度より発展

的な部分 

継続事業の場合は、前年度と比べて発展している点を記載してください。 

今年度は、○○の専門家のアドバイスを聞き、○○の改善を図る。また、○○や○

○との連携を図り、○○の充実を図る。さらには、実施回数を〇回、実施場所を〇

箇所加え、拡大して行って行く。 

(4)継続した事業の

ための取り組み 

補助金終了年度以降、事業を継続するために今年度取り組む予定のことを記載してくだ

さい。 

継続した資金を確保するため、○○の作成や○○により事業の周知を図り、会員

と寄付の増加を図る。また地元企業に対し PR をし、事業協力のメリットを伝える

ことで、協賛金など継続した支援を受けられる仕組みを作る。 

 


